LG を自動洗湛機（家庭用) 

取扱説明ま 


品ま • WM-45HW 
WM-48HW 
WF-A48PW 
WF-A50SW 

この ft は LG 電子を自»ホ通«をお!!い上け 
巧$ましで、《ことじあ y がとラございました， 

ご住用になる前 I こ r « 泣い isAj をご熟 R 下まい. 

ち R みになつた後は S む書と共に大切に巧■しで下さい， 

S な書はみで r を！!い上け B • «売店 J ゥど RA をお《か 
めの上、 K 充店からち巧け巧 y <ださ,い* 

♦このホは一に S るまれた S るです， 

I 業 S 用店91、 9 SR 等でご ft 用された4るでの巧除は 
I 餐 cnn 中でも有 flga にな y まず。 









» 品の特ち 


り^を自動4コース 

( fe 端》、スピーデイ、ドライ、アチユラルミ团） 
♦巧*巧の fi . 音ち、巧れ具をじよつで最 a 


な巧ま コース を«巧することができます， 




るち ホず 分 g 巧巧の力を S ス店に巧巧し、前の理 

ホない木でホ n «« 末を Stt しで巧れ5いつもの木■で々さし< もす必ちなくらい、巧固な巧れもき 

を■め、巧れミまかはがしミす， しつかり an です， れいじホ*します。 


巧ぎす， 
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ドライ3—ス 
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巧涅-操作-巧巧に関するお巧含は窓口 
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安を上のごを意 

♦ご再 m じこの r 安を上のごを； tj そよ<お»みのうえ、正し<お ft い<だまい， 

♦ここに巧した注«事 g は. HA を S をにおないいただ»、ご«用看や巧の人々への化書や«害 
f ホ然じ Rit するためのものです* そた 、な■事項は. ft ■や g ■の乂ささと巧迫の ns そ巧 
ホずるたわじ> «つた cy 巧いをずるとたじることが s ちされる巧9を iirsj 、 f ま gj の 
2つに B 分しでいます，いずれも安全に曲する M な巧さですので、必ずずつでください。 


A 證を 

この表示を無なしで、つた B り&いをすると、人が巧亡 S たは ■« を ft 
ろ可能巧が»ちされる巧春を示しでいます， 1 

A \ a * 

この表巧をして，»つた ft り S いをすると、人が flfiF を!！ラ巧が 
9ちされる巧9おょヴ、物的4香の巧をが9まされる巧 S をホしていまず •！ 


♦ちれみじなつらちとは，お«いにウる方ザいつでも見られるところに化すしでください， 


おち巧の闻 


A 

A C 々は、る： ■ (あ g • 警ちを含む）をネします。 

典か的なを息巧9は，田の中やる<に文章や«で巧し S ず， 

CSH の場合は rc ■ま SJ $ホし S す，】 

の 

の B 号は、禁止（してはいけないこと）そ巧します， 

典か的な禁止巧吞は，因の中やぶ<に文章やたで示しミす， 

[左 B の場るは r ザ msttu をホします，） 

を 

♦ C 号は、(みず守ること> ををします， 

典み的なな辆巧9は、田の中やを< に X 韋や城で示しまず， 

〔 SB の場合は HI し込みブラグを3ンセントから巧け J そみします。 
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A 警告 


» a を巧 s なかの人は、健おに分 W した y •ぞ41かな上のコン七ントを単&で巧って 


♦理•泣巧は巧わないでください， 

*1 乂. な K の原苗、具常！!]巧しでけがをす 
ることがみにホ1% 

♦巧はお！！い上げの■[巧ち及はおるくの 
LG カスタマーセンターまでご逢*ください。 




K 水中、みたを M けでから巧巧な巧に巧水 
HI が止まらない增ろは、■をに ft 用そ#止 
し、を化«してください，けがの巧田 
になります， 



〇 


アースを«案に ft り巧け，專用の涵電遮断 
g を6■しで<ださい，《歸ゃ11電卞る9 
れが A ります，アースの 》 y 巧けは原巧 g 
にご巧資< ださい， 

〔ェ辜貧は、ち巧です，） 




<ださい.化の6具とか3すると分《3ン 
セント扣が具 gHW して«火することがた 
ります， 



を 


お丰入れの•は&ず電 a プラグをコンセン 
卜から巧いてください，»た、 A れたキで 
なき2しはないで<ださい，6電やけがを 
することがあります， 



〇 


巧 S ゃ兩■にさらされる場 R など、 SA の 
多い HRI こは g 文けけないで<ださい，0 
電ゃ■電じよる义巧の巧れがあります， 



: V 屋感 


ご使用の前に 
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まを上のごを意 


A 餐告 


♦おす入れずるとをなどでは、本みがに ■ 
»ホをかけないでください，シ g — 卜 •« 
■の原 B になりホす， 


♦巧 g - W 水!■には、な»、ガソリン、ベン 
ジン、シンナー，アルコールなどやそれら 
がけ着したホを«巧に入れたり近付け 
たりしないでください。や火巧め巧れ 


♦ R 水 j が5をに止まるまでは， II 巧に中の 
ホ通«などにキなどをないで < ださい* 
ゆるい回 K でも AS 梅が手に♦きついてけ 
がをするるれがた y ます，巧にお子巧には 


I ♦巧巧に巧!！-於木«の中をめデかせないで 
I <ださい，また、巧巧樣のぶ< に棚を&く 
I などしないでください，ホ* - itt 水«の申 
I じ*ちてけがをザることがたります， 








I ♦■■プラグは、巧および巧の By 巧け!■じ 
ほこりが付着している場含はよ<みいで< 
ださい， 

火巧の B 田 I こな y まず《 



〇 



A を意 


■■巧ブラグを巧 < とさは、電源コードを巧 
たずに A ず先靖の > 憑プラグ$巧ウて31¢ 
tt いてください，©電やけがをすることが 
をります， r、. 



〇 


♦電涯3—ドゃ驚11ブラグが«んだり、コン 
セントの差し达みがゆるいと9はしな 
いで < ださい，8電•シ3—卜 • II 火の雖 
S じなります， .一 



■巧 コー ドを«つけたリ、 gM した y ， 》 
エしたり、無扇に曲けたり、ひっばったリ、 
ねじったり，たばねた y しないで< ださい， 
また、 * いものを載せたり、 t 

»みをんた y 、 巧エしたりす / S . 、 

ると.«涯コー ドが««し. ( \] 

A 巧-«電の犀田になり t ず， 


交か OOVjy かでは«用しないで < ださい • 
火巧 •« ■の原困とな y をす* 



•ホこ S 水を ft 巧す 
る4を. 50たお上めお 
满は ffS しないで<だ 
さい，プラスチック# 
るの S おや ft みにより、 
e 電や g 電のをれが 
ります， 



み 


2 C 中はホ潘機の下にホちなどを入れない 
でください，面坛ががた y 、 けが S ずる S 
れがわります. ィん 




ホの上にの巧った 
y 、 重いもの$酿せた 
りしむいで < ださい， 
C が•破提によりけが 
をする巧れがあります • 


ホ M の上に«石•充 
■をなどそ■かないで 
ください， 

■ ft /\ プラシ等の巧 ■ 
かを巧づけると HD 巧 
の HB にな y 家す， 




L;. J 


ft 篇田ご使巧にならないときは.必デ電9 
ブラブをコンセントから宙いてください。 
IMI 夕化による««や 
a ■火巧の OR 田にな y 

化 & 


♦ K 水巧のシートゃ巧鑛はホい*ずす f • が 
水をしないで<ださい，ホ *1 •が傷んだリ、， 
巧び化したり、 * 巧夕»»でけがをするを 
れが A ります，（白ち «• . i 

バィク.自 B ) ■等のカバー、（ん <r 
两ガッパ、オムツカバー、 '^イ?^ •• 

スキーウェア、サウナスー iT XJ 

ッ.ウェブトス-ッ•ウィ I 

ンドバーカー等） J 
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巧を上のごを意 


A を意 

が利なおでボタン 义をを巧づけなぃ を始ホを忘れずに 

を押さない スト-义たげこなど. 1 .木巧を田じる • 

' 2, 電 S ブラプをコンセントか 
ら巧く， （ ft 冉 Wg 用しなぃ 

I け》 



♦ eg 、 な9の巧田 I こなりまおや义巧の巧田にな y ま♦万一の水>れや火巧を巧ぐ 







を巧ち巧 



I 巧届爲 

巧氷ホース ( 1 ぶ) 

S さ 1.0m 


连巧おけ面) 




活义はけち 


若え巧け方 


ち規 


なな"を規 


巧ホ巧ースけ本} 




房义はじち 
( 27 ?^ 


[をち g 頃] 

を 巧巧のバスポンプをごが用のお客巧へ 

巧化されているバスポンプを巧用してれ巧から巧巧巧こお水ぶはおま)を 
入れる巧に，本お品には オーバーフロー (水みれ)巧止檐おが巧いでいないため、 
お水(又はおかがなれることがございますのでごま*下さい。 


U 使用の前に 


夕 


1的 mm K 260 mm 3828 EN 3799 N 





をボタンの機巧 

を巧おをま更したい時は f 一時 ff 止』のが®でおきみの巧おじ S 更 
してください。 

ホち巧が通おやは選がボタンが作動しません。 


巧巧巧用 M を示巧 r を尹>*— 

•ホ3物を入れると巧遵♦の堡|こ巧い ■ 
切な巧巧度用量を表ホし S す， 

• 表示は巧巧入れ S9 でず， 

• —tt 合なホ W は«示量のお2宙の■を 
入れで < ださい， 


つけまい、ホ巧、すすぎ、悅水を- 

手黄)でち巧したい時苗戸** 

♦キ R ) で g 巧したい時にご巧用ください， 
•ポタンを押すとお«みの巧«のランプが点打し*す， 
•ポタンを押すごとに f 巧い♦すすぎ♦巧水ヴ 8 R 木=»すす 
夕+おホ A ずず夕 A ホい*ずず夕 A ホい詩つけホい*ホ 
い♦卞す巧木•つけホい+ホい♦すす夕9つけ a い 
♦巧い J を&復します， 

• つけ巧いは手»で a 巧できまず， 


巧巧浄をしたい時巧 f *# 


««系9白 n を入 
-卜 /- 時伴止い 



• r そわ J と r 朱な J ボタン S 间01 に 押ずと自 h 的 I こ 
nu 水也を表巧します • 

♦ 系9白 n を入れで< だをい（巧300 ml) , r ス! 


この ti 巧で巧灌«ぞまわないで<ださい， g 累系黑 
白扣は«用しないでください， 


予約巧:*をしたい時远つ水位を資節したい時を fw 9 


そ巧をしたりそ巧時怕を投をずる時に 
ごださい。 

予巧巧 M はと9時 H と 1S 巧田の aa 

饋でず， 

f ドライ J コースではそ巧がでを家せ 


•ポタン$押すにつれ r 中^富^か4巧 J さ S ホしをす， 
• r«a』 、 r スビーディ J コースでは巧*物の量に巧 
い自 ft 的に水なを表示し$す， 

♦ ドライコースでは f 审 J 水位を白*的に選巧し rr， 
♦すすざまたは、すすぎと K ホでは白 ft 的に f 中 J 水は 
を«巧します， 

• ホ««の量を自 ttg 巧して&をされた木任:が S かった 
り、«い BI にはポタンを押しで R ■しでください， 


巧巧コースを适巧一 
したい時 

ホ^3—スを2巧したい時 
にさいます， 

ポタンを押ずとコースちが 
るなしまず。 

公 


ちおボタン- 

•ホ灌||了ずると自 n 的 I こ切 
れます， 

• スタートせずち■している 
と 10 分捩じ切れます。 

♦ U ポタンを r 切 J にする 
と■源が巧れ S す， 


は、再 S 木なポタンと巧 S ポ 
タンを同巧に押してください ■ 


い 

巧け 



1〇巧末 〇ブ子3ラル SI 


■ X け • 


(x^ 


■スタート/一時巧止をする時- 

•ホ灌■を96させる時、または一時♦止にした 
い»じほいます， 

• ポタンを押すにつれ rae と一巧♦止 J を反9 
しまず， 

■ r — 時#止 J で 10 分たつと>8が宜 ft 的に 

切れます， 


F ャイルドロックを設定したい時一 ' - 

チャイルドロックとホ 

US ■が中巧巧や子供が H つでるボタンを n 巧するのを巧止する機能です。 

チャイルドロックの度定 r スタート/一 W 伴止 J ポタンを押し、巧««が ae し»めでから r 巧 sj と 
ra — ス J ボタンを同 BI じ巧せばチャイルドロックになり家す，（このと夕>■ボタンを»<すべでの 
ポタンが*巧できません* 

チャイルドロックの巧 y 巧し f 巧 ej と ra —ス J ポタンを同時に巧せばチャイルド a ックが B り巧ま 
れまず。 

チ*イルドロックの*ホは、 f コース J のランプのうち、 a 巧したランプなホのものが A * します， 


说 2SEN37 说 N 


•…™■- 趨麵 

一…_ _ A _ 








e ■やけがをすること 


济ミの準桶… 


ブ巧氷ホースをおろ2給水なースをつな3ちおプラヴをコン 


して < ださし、。 


いでが□を W ウて 


だントじ差し込ん 
ださい。 


♦ 巧が上 I こ3<と« 
む恐れがるります。 


•ホ港ネットを《弓時、ホ S を S 
かして入れると巧 n の S け gy 
ができ家せん， 

♦ホ灌ネットは巧途、 s 巧巧で« 
入してください. 


I 巧爱巧!のおを乂れ- 


• ft いひもが巧いた R や&め 
め巧 a をホ通ずると巧から 
みが多 <なリをす♦ひもをむ 
ずんだんが！ネットを使ゥ 


がケットに R 持 fi が入クて 
いないか«かめでください， 
(入っているとホ通《を« 
めたり、巧 g の雕 S になり 
ます。） 


• を物の s と白い度をかけで 
巧 a しでください。 


♦ サイズが大きく«いホ灌« 
は水じ夕くことがも y ミす 
のでかしずつホ灌しでくだ 
さし、， 


♦ ほこりやどちがついた B は扣 
もつではたを薄してください， 


• 水ホいが巧巧な在賴かどろ 
か«めでください， 

• しみめ巧ザはをず巧3前に 


ホ S 前の準が 











巧巧■目を 

高 

が0 

中 

が0 

低 

\mP 〇 

か 

Is-T 〇 


運乾開货から洗剤■曰安表示までの岛き 


3巧剤使巧■と氷 
位を表示します。 


i 巧お切を入れ r スク水なしでが )4抄間 
タート/ 一時 巧止 i バルたーターびを 

ポタンを巧して< ちに回おして巧湛 

ださい。 物の懸を忠巧しま 



硬貨などを入れたま豪ホ通 
するとを鋒の■田にタリ$ 
す, 


ft 灌增1こ末が入ゥていたり扇 •« ホに食わせでか!!を &A 
れたホ通 tt S A れた場♦末伍 し《す， 

が g わる C とがわリ«す， 

サイズが大き<«い巧灌«は 
末位を ns しで < ださい， 


巧巧使巧■表示じよる巧巧の入れ方 

巧巧でッブマーク巧、 ■«» ち巧巧の S じ入つてい 


るれ■スプーンの。入■ミ，していま， • \ " r T —■ r 

♦が目巧も义プ—ン 1 がなかな40し（リツ I — ^ I LJ D W 

kii.'i irtti T^MBv oauun スプ■ン山 ■ A ブ■ン t « * プ—ン>ゎ< スブ■ン i 々 


トル )I 巧して巧 W 30 g»r こしでい ぞす》 ス： 

•力•ノブ マ— ク巧 表示に巧つ で、 受巧 5入れで<だ 
さい* 

•そのれのが化な IT ••をご11<だか、 

<«) mt 氷のの！•を 

巧 a ■の目安旅 H ■スプーンの ■ 

(19325) 


(巧蘭イーで 一の H 巧巧） 


齒 




er 


ーン1巧（が》■》 


ft 胤スプーンのブさが、 ** イーカーや IS 
辆じよつで!!なるものがたり«す， I 

tf 羞スブ—ン1巧が A 32 g な外の«をな flA 
め水 tftS じをわせでそだ量しご M I 
ください， ' 
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ホ》巧の量な巧とホ巧量(目を)水位表示 







な章/スピーディ /» ホホコース 

回の操巧で巧满«び自®的にを巧接を巧います。 


«おボタンを巧し 2コースを進んで< 3 洗お巧を入れて 

て < ださい。 だちい。 < ださい。 


■S 

T7¥ 


♦スピーディ 
〇ドライ 

〇ナチュラルさ* 


樣».スビーデイ 3— スのろちお 
a みめコースを道んでください， 


ボタン、フアスナー、アクセサリ 
—などがついでいる巧*はそ 
れらじよつで巧を«める。 
がありますのでしじした y 、 
巧灌ネットに入れでホ*して < だ 
さい* 

ホ灌ホットはな逾、 HA 巧で扇 



4 スタート/一ち淳 
止ポタンを巧して 
ください。 


スタ 

え 


•巧灌梅の■を«巧して巧 RS 
用量を表示してた木が6われ 
ます。 


5巧巧を入れてくだ 
さし、。 



•ホ巧«巧量をちてホ巧を入れで 
<ださい. 

•予おホ g の H じは，巧末を3巧 
則设乂ケースに入れてください* 


6 这\たを ra めてくだ 
さし、。 



•みたが M いでいるとか水が行わ 
れずブサーが晒 y * す， 

♦巧《がちわるとブザーが•つた 
後，わ， W 後に白 C 巧に g 巧が 
切れまず， 

•ご«巧«は， A ずザ任を H めで 
ください，木もれを防止 T るため 
です。 


fgam コースとは 

• 巧理 W の量、 4 B などを«巧して，最■な水 St を宜 tt 巧にみめてホ j を巧い家す， 

■ |スピーディ1コース とは 

• 8い巧れでホ ♦< 巧いたい«をに■します • ホ g 時 M が ff 約ミれで0巧的です， 

•る s %， R 水途中に一止した後、再びな水をしまず • （ソフせ上巧自11芭入のための rn 
•なれず，） 

a 巧をコース 

♦« ホ浄コースを》リ消したい時は、朱なと卞巧ボタンを H かこ押し寒す， 

♦冬場など水 a カリ&い4かさ、 a 木 (30 で前か€使^«することをちすすあし f ず， 

• 9巧が«了する家巧こ.っけお>か、けか10)〜すす<〜巧水《で巧^8&かかリます， 
•この コース はま*•度木 « をホ♦する コース のため、ホ a 物を入れないでください • 

♦巧れた水興によりドラム(ホ S •お水續 )1 こちれがせ*し，にちいやホ木不具をの11田になる 

ことがたり*す， 

• S た、れ瑜した巧れがホ遷中にはがれホ巧ず C とが ft り g ず， 

•けちに1因««植ホ♦を行って < ださい • 

♦進ち前糸 < ずフィルターのごみを取り(«いてください， 




ドライ コース 


i •源ボタンを巧し 
て < ださい。 


2コースを道んで< 
ださい。 


3 がお物を入れて 
ください。 



♦スビーデイ 
C ドライ 

0ナチユラルを風 


3— ス 




♦水也は【中 J に Stt 的にま巧され • 
巧巧な用量を表示します。 


齒 

♦木の < さはホ通«が■まないよろに r 中 j 木なな上にな y ます。（ホ»を9めることがありま 
ずので r « j 水はな下は*巧しないでください）， 

♦牛巧ホ m ゃ羣 B 巧ドライ巧ろ«をにこれらの巧巧の巧 g 害にろるホ执の«巧量を 
参 A にしてホ巧$ 乂れてください， 

♦ 巧 》. 力ーディガン，セーターなどをホ*する g じご度用ください。 

♦ホ»の 重金は l.Okg な下にして <ださい。 

•ボタンやアクセサリーなどがついた M は■がえしにしてホ«してください， 

♦ホ ittti こひどい巧れやしみがかいでいる«ろ中な巧 m や家 Bffi ドライホ M の原3を巧れの邮 
ザにつけて、ホで e <* んでからま * 機に入れでくだきい， 

♦ r ドライ J コースでは予巧ができません. 
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m 






ナチュラル送 巧コース 

洗灌巧をちょっとお爆さだると含に巧います。 


1 然灌綻了後、いったん巧額を 2コースを塞んでください。 
取0化してほどま、片方にな 
たぶらないぶラ入れて<ださ 
い。 



■スピーディ 
〇ドライ 

〇ブチ3ラルち a 




幽 


■ このコースの巧能な S 量は1,5なです， 

■ ナチュラルま皿ポタンを巧すと，た«巧«が*わりまず。 

■ 6定 RU は 6 AK 水$11巧ずる KM でずが、 M の道巧時 M はほぐし道«やま通 
A のかたよ yf 自動的に■すため，5^30か< らい S < なることがあ yg ず， 
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3 みたを巧めてください。 4 スタート/一時巧止ポタン 

を巧して < ださい。 



つけない コース 

え0、そでなどのしつこい巧れちのを巧5とまに遵巧します。 
i 委ぉボタンを巧してください。 2コースを塞んでくださし、。 

••ミさ-ディ 

〇ドライ 

〇ナチユラルを ■ 


コースでつけホい巧居を S んでください， 

• r スピーディ J r ドライ J コースはつけ巧いが 
でさません， 

5 スタート/一時巧 It ポタンを巧し 6 巧南!を入れてください。 

て < ださい。 


^awi 


■ 受の量を«巧して巧 ♦!« 用量を表示しでち水 • ホ«宙巧■を A てホ剤を入れでください。 
がけわれます， 



TJ^ 
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3 行程を港んで < ださい。 

@つけが、 

0か、 

0すすざ 
〇が 


行 《 

•ポタンを巧すとおまみの巧居ランプが6巧しま 

♦パ•タンを押すごとに r ホい•すす夕木木 
すすざ水4すす夕ホい♦すすぞ A 巧い A 
つけホ L ぃホ t W すすぎ木 A つけ巧 L ^9 cl ぃす 
ずざ9つけホい*ホい J 1 を度復しまず。 


4 巧港物を入れてください。 



♦ボタン、ファスナー> アクセサリーなどがつい 
ているる ittt はそれらによって巧 S 巧を g める 
ことがあ y まずので«ちしじしら y 、 aa ネッ 
卜に入れで巧遭してください， 

■巧；！ネットは》迪、巧巧巧で講入して<ださい • 


7みたを閉めて< ださい。 



•みたが M いでいるとお水が巧われずブザーが喃 
けす， 

♦ホ*が》わるとブザーが嗅った後、ね10ホ後に 
宜お的に■涯が均れます。 

•ご«用«は、必ず水巧を田 A でください。方一 
の朱もれを R 止ずるた*です， 


f ご口巧い J 巧客こは 

ホ巧巧分のたんが< ffS び田■か«11素を 
をな化させてがんこなよごれやしみきホい 
* とし支ず， 

ホ巧の RH が巧ザに巧な化するよう 1 巧 U 
予 M ホ邏5した tt 、 本ホ遭をし末ず. 

(40 〜 SO たのち a で巧巧すると更に巧果的 
です，） 

•巧9看内に木が入ってわり爲れたみ g 
»そ入れた«ろ. auns 々■と水《2が 
«わることが Ay * ず> 

•サイズが文を<9い ftS 物は木但が« 

<&«されも4舍が A るので末 fi ポタ 
ンで ■» しで <だ$い， 

• t るし々すいホは r つけホい J ホ 
港はしないでください， 

•ホ再ぴほ水ずる♦含が Ay 羣 
すがこれは a 麵ではわがん， 




モがな 》 の方法 

終了時時をそ約できます。 



2コースを遺んでく 3夕お時固を設定し 
ださい。 て < ださし、。 


♦スビーデイ 
0ドライ 

0ナチュラルを ■ 


3—ス 

み 


♦公■な4を、水む SMff しで< 
だか、， 

• f ドライ J コースはす巧がで#ま 
せん， 


巧 


jO 

" k ) 


(巧 ID ) 

9 


卞巧 



予«ポタンそ押サと予おラン 
ブがウ S ます， 


そが)時なおを方を 

個）今から6玲田後にホ难を》わらせたい4る（ホ巧《7まで a クた時枯が6時团） 


う ずがポタン 

mm ) 

けむ 

♦ 卞巧ポタンを巧してそねランプがついで 
いるかどろかしてください， 


2ずがポタン 

(91 rw ) 

けぶ 

♦そわポタンを沖しで今から受理を》わらせる巧 
での時 IB 、 巧 BTl こさわサでください， 

♦ そ的ポタン$1回巧すと-ち巧柏-、2回押すと 
"9 巧枯—、3因すと-け巧田—にな y ます， 

♦ 3—ス、つけホい、水ななど S キ ft で*巧する 
巧には军 II で通巧後、 r ホお J ポタンで神した 
«、『スタート/一時»と J ボタンそ押しで<ださ 
い， 
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4 巧港钢を入れ F ス 
弓ー ト/一括厚と il 
ポタンを巧してく 
ださい。 


スタート 

一巧»止 

ち 


♦ホ g 巧巧量を表示します。 


5巧剤を入〇てくだ 
さし、。 



•RS ろな巧入ケースをか ♦ 
出し•巧 ns 巧量だけ巧 g を入 
れた後、押し A れでください， 


5みたを巧めて<だ 
さい。 



•ふたが曲いていると肤木が巧ね 
れずブザーが畴 y まず， 
♦ふたが M いでいるとサ W がで S 
ません， 

♦ご 9SS は、6ず水なを田めて 
<ださい，方一のホもれぞ防止す 
るためです， 


盛 


が t が末を AiMiaMr- ぶ::でがか • ftSti {过 AAH て MffiK ■し 
が Mt。 巧 Km が《分表をする巧す. 




、卜; w) 水気 w かてヴぶ、 -nwjsav). 


3fe» 了が Cl 


) 力巧ま u 


巧り出ず。ができなそわチる時な水を省 KL て、ホ1、 
、です。（しゎ巧止々た*>(ジ 


• 予巧が1,キ IffiR しな 'W さ、【スタ—卜 /- 時伴止がたそ押 L た後、卞朽ボダパなか 

しで<^、 

♦ そ朽 ft り巧し I が U を切り、 MmT ) 力みやり■しで下^、 




巧 
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ホい、すすぎ、化水を別々にする方法 

巧い、ずすぎ、お水の5ち望みのコースだ口!!巧レたい時、または，巧*ヴ篇コたをち、巧い、ず 
すさ、 R ホのク5望みのコースだヴ5手 B でち扣し C い巧ご巧巧<だ5い， 


■ r 巧い J だけを巧う境含 


©つけ ft い 

♦か、 

0すすぞ 

OR 水 


■ f すすぎ i だ口を巧う！*舍 



• r 巧 8 J ボタンそ押しでホいめランプを■ん 
でください， 

♦ 巧量に合わザ東なを MIT しでください， 
♦賴沛しないと r 中 J 末なじ自動邀巧され«サ， 


、 ff すすぎ J だ口を巧5 巧 含-， 

♦ rftaj ポタンを押しで巧い、ずず f ランプ I 

い そ遍んでください， 

♦ 受 gft の量に合わ廿水む 5 M V してください。 

♦ ■9しないと r 中 J 木也に巧されます， 


fffaj ボタンを押しですすダランプ$■ん 
でください， 

ホ m の量に会わせ水 A を■飾しで< ださい • 
HV しないと r 中 J 木 A に fits 巧され S 1% 
この w もホ m の ■$ 感知し«せん • 


^ぉ水£だけを巧う巧舍 


r 行 « J ボタンを押しですずグ、 K 水ランプ 
fS んで < だか、 • 

S 眉物の量に食わせ水■節しで < ださし、 
II 瞭しないと r 中 J 末&に自され家す， 


ff お水リだけを巧5 巧 含 


©つけ*い 
0か、 

〇すす g 
• R 末 


r 巧 aj ポタンを押しで R 水ランプを遍んで 
ください* 
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洗灌顿を入れて 
<ださい。 



•ポケブトの中に wwa ; 
がないか破かめて<だ I 


f スタート/一時厚 
ポタンを巧して 
くだちい。 


スタート 

♦巧用 ft 巧量が表をされまず • I 
• g 末が斤われます • I 


P スタート/一時居 

止 j ポタンを巧して 


くださし、一 



ブーが«つた後、 Aio 坟後 
じ自 It 的に19[が切れ家す • 


盛 

■ずす g だけの時、ずず 
#*R 木だけの H はすす 
ダの前に、髓水そした 
ずずザがりまず。 
•すす f だけの R はずすザ 
I ザ雜〇たでも♦水し« 
I 甘ん，»水する H は ft 末 
I ボタン S 押しで < ださい。 


洗掛を入れてみたを 
蘭めて < ださい。 
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y !♦»« 度巧逢の«ホ611て ftfl 

を入れて < ださへ 
♦ r ホいまたは ft い•す♦ざだ 
けの 0IJ には II 下しても♦水 
し«甘ん， 

'♦ #朱する>は R 水ボタン$押 



みたを閉めて<ださ 
レ、。 



•みたが■いでいると R 未ザ斤 
われずブザーが鳴ります， 
•ご«用後は、 A ダ末含ぞ n め 
で<ださい，方一の末もれ« 
巧 It するためでず。 




巧 



1 90rTvn » 2d0mm 3626EN3799N 






水位/ホ巧/酒白が/ソフト仕上拥の使用方法 





盛 


ホ gs けん(天 IK 油 ■) を ft い 
ろと巧にこびりついでいた巧 
れがまたホ* W についでし亥ラこ 
とがわ y ます， 

ホ n をを《な■よリ多 <使用する 
とすす g がよ < で f ない場をがあ 
ys す，また、94巧》の历田に 
もな y ますので遣切な量だけご« 
用ください， 


!■ 巧 « ■•巧 巧册じごいて 
♦ £の S のホ3量は J 芭（日本ェ S 夕 
«) でまをされた布《をホ3した 
場合のもめでず， 

♦ホ道♦の sa 、 夫をさ、 v さなど 
によって巧える量が*わります， 
♦通巧の衣99では s 示の7づ n が 


A れば、ホの入れず夕 


I »|»して<ださい， 

♦れ量スプーンの夫きさが巧«メー 
力一 によって*なる ものがありま 
す，わ重スブーン1巧がお3おな 
介の場をは製泣の; KS 9 巧にをわ 
せて巧巧をわ量し-ごな用くださ 
い. 

♦ホ巧量じついて巧し<は、ホ机の 
, 9巧をご資< ださい，またホ3物 

' の记リ ft い睡 S ホ I こ巧されでいる 
ホ«をおちいください， 

♦ « い巧れの♦をは、 S の表の半分 
gs が a 尝です， 


■讓白巧巧巧方を- 

♦公ず、 g 白する衣 a だけ 
I を g じみけで g 白 n 注入 


g 白 n 注入口 



♦ 巧变 S 白巧は水じをかし \ J 
I fig ホ311の中に入れで 
: ください， 

I 《巧しいことは、 g 白 m 巧お明書を 


■ソフト仕上胡 ffi 用方法- 

•公ず、ホ通ずる前に遍巧な蓋をソフト仕上>ま乂 

:口にゆつ< y 入れでください， 

♦すすざの途审にソフトな上巧が1えな < なるのは、 

K 水の fii む 力で巧の4巧に S 也ずるためで、最» 

の才ずざ#1こ«乂されます。 

1 V7 卜な上 

»まん口 



ソフト社上劑量目を 


か (25L) 

か 36L) ; 

申 ( か L) 

« ( 机） 

6ml 

8ml 

9ml 

11 ml 

17ml 

> ♦一一 A A 

24ml 

2Sml 

32rnl 


— «タイブ：水 30 L に巧しで 20 ml タイブ 
f ずす、『すす f •脱木 J の巧 a を SR した 
g はソフトな上 w が自 lift 入され t サん.«化が 
巧つた ft 、 ホじ直巧没入してください， 


幽. 


お水中はみたを M けないで < ださい， 
みたを H けたらソブト化上«が単<巧入 
され巧果が R をります， 

ホ*«にソフト仕上巧を入れたまま一白 
W 上巧■しないでください， 
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巧え付け方法 


■おコード-アース!*をつなぐちを 

心； 


_ ； «» 巧り巧 1 ナ， « 巧の awsmsffisu てがみ、が ! や : 

こる巧れ 6* りまず。アースの»がヴな巧店1ご«<?»、， 


鱼 


■ アース雄は必ず取 U は口て < ださい， 

♦万一め巧ち >■ 巧を巧ぐたわです•また 
S > S 断 S の巧り巧けもお Ifi めします， 

アース « テグ衣る«さ 
• アース H! をアース麵モじ確ちじ运«して 
ください 



I — ス唯子 
—け 



アース》子グない«含 
♦アースエ事をしでください，（工事はです! t 売店にご巧鑛ください》 

<エ>される方へ> 

アース Mu 囊«通厮«の Qty 巧けは、 ■»&!! 往巧基《およぴ巧 Mg 巧になってください, 
(アースは地工事が必 S です •） 


曲 


巧のようなところには、«巧にアース«をを«しないでくピさい。 

■ 方ス «、 9活汚、を雷 H 

水 a ■は途中よ ytt ピ■にな ゥ ているところがホいため*けで < ださい • 


巧*機にお水ホースをつ巧ぐ方を 



ホース ati« 


2 ホースま活班ヒお水□のつなぎ方 

♦ ホースなてて給水□にきし 
込んで下さい. 



連 e おの3厶バッキンの«資 

♦連ち«のやにゴムバッキンがたる, 
と€ご « tt < ださい。 .， 




»9 



|3 


ホースま毎班を巧める 

♦ ホース虫をつかんで、時わ方巧に 
2- 3回まわじよがらやつ <り巧めてくだか， 
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ri ^ g 东ホースのな■を S えた»、木ースが巧れ曲がつていないかどうか gB して<ださい， 

♦木ホースのな B ま E えた後は、 A ずだ26を行い、水 Z れや興常さが夕をしないか壁 B しでください， 


が水ホースの位置をまえる方法—— 
• 賴包時は♦木ホースの方肉はち*になっていホす • 
イバックカバーの 
/4■のキジと»水 
ホースつな fa の 
本ジを♦るめて< 

ださい. 


r % 中のホースそ本体木ホースつなダイバブク々バーを再 
ムの&巧!!のつな g 〇 □のネジを HA てザぴ n じでネジで雜 



□に巧れないよ3 
に龜レをんで<だ 
妾へ 


しでください* 
(ホースがアウト 
ケースや周辺の S 
A に&たら夕い夫 
ろにごな意<ださ 
い •） 


IMi ♦一つ 
な f 口のネヴ 



申の♦—ス 

♦»东ホースのな■を 度 文る 時 
には，おず、 S 巧 侧 の裤水ホ 
ースの巧に»东ホースみたさ 
n めで<だ$い， （■電 やけ 
がのるれがわリ*す。） 

後■で K えで<ださい， W 面で庚える4を#水がれじれで g 水がで♦ない場をがち y « ず。 


巧水ホースのつなぎ方 

ブ 


g 水ホースを ft 通■本#の II 朱ホース 
つ巧 g □につないでください， 


2 


<0^ 


ホースクリツブそ本»の巧に押しけけ 
で！！のよろにさかで< ださい《 
(ホースクリツプのつちみを下に巧け 
た後、巧し入れで<ださい，） 

ブプ 


3mUT 



ピ; lnnB 下 

占 iS がわる場を ♦ホースをつぶさないよ 


祝? 





た如が. 

— 一 

つないで使 ffl ずる 

塌ろ 



♦壌 


璧と巧 an の M じホー•ホースのそが下 
スが人つでつぶれない水□の水につか 
ようにしでください* らないようにし 

で<ださい ♦ 

• »水ホースを巧^しで tt 用ずる♦合 




>ホースに巧れ曲が y が 
出來ないように■定さ 
せでください， 


♦朱ホースを g< すると》、巧 
(A« た B) を切ゥた ftll 水ホース（違 
IW(A ホた B) にはめで<だまい • 
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が水ホースをつなぐ方法 


投■及びお手入れ 





巧え付ける方法 

巧巧《5正レ < 巧え巧けないと B 有ヴス8< な0巧!*の6田じな0ます • 











2 


水平が巧巧巧 


■ みたを H けで下の It のよラに上から > て未平 
な態かめでください， 



巧 a * と巧水ホースと呈とのを巧は- 

» 植の♦水ホースと壁との£■は1化のお上 • 

反 WfilJt び後■と壁との祖■は 10cm な上はな 
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巧え付け方法 





巧□じ適ち班を■■亡 S ■まだる 


や田 Hlfi 巧とち化ホースのつなぎ巧 


らはずした > 未木ースの押しレ 


マ aes 运»める 

♦ 4mrnflft ホるめでおいた違|||«をもとの巧 ■ 
になるようにちじ■し、♦ジのの A える ft さ 
が下になるよラにしつかりと H めでく 


水遍皮□びスをい達を 


1£口のホ ft が夫 g かゥたり. 0角》の度口の 
場會キジ4側をホる A て、中のガイド« 


■■MIh 


i2 







0 IS 水ちつぎてと«ホホースのつなぎ巧 


ブ〇中 MC おと IS 水ホースの ft めつけ its 

♦ g しレバーを押し下げた巧*で中 M 違に 


♦ 水道含を M いで朱もれのないことをご lift 下 



さい， 


i 



♦ 




m 


5 se 拍の面を 


6適«班のネジの》めつけ方 

♦ ゴムパッキンをな〇1こ密着させた化8で 2 fl 


• 31 g || の中のゴムバッキンが18 口に B * する 

のネジをホやドライバーで ffi 口から»ちない 


ように押し巧けながら下に«ネした2■のネ 

a 废1こ«<»めて < だまい _ _ _ 


ジをドライバーで*めて下さい， 

♦ ■などで後がせ家< ド 

f 


ライパーで B められな /*■ ^1 

い!•をは，«のネジを 
扣も。て！■•してぉぃ\ \ 

でくださぃ， ^ / 

. 

卢と^ 

. 


2 中巧違 B 班と 6 水ホースのはずレ巧 


• 押しレバーを押したままのが*で下におろし 
で通ぉ*から水ホースをはずしで < ださし、 



〇 蓮 e 巧のネジのゆるめ方 

• 4僅のキジを丰やドライバーで巧□にをうよ 
ラにホるめでください， 



設 S 及びお手入れ 
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—ス別遅ち巧要時田 

下の巧客はコース別 C 巧巧 t ■び有!!)的に技ちレた*舍の巧ずでず。 


ドライ 


プチ3ラ 
ルち A 


つけ巧い 

白 IS 泣を 水む 

巧 S 

ずずぎ 

おげ 

巧 空 括 巧 

30分 

る 

ル 

卜16分 

2国 

5分 

I 

汾づ3分 

- 

か1 

3お 

1国 

2分 

24分 

• 

1 巧 

汾 

1 固 

濯し 

30分 

戀 

— 

誦し 

醒し 

厢レ 

6 M 0 お 

90巧 

裹 

5分 

1回 

無 レ 

1说巧 


樓巧ホ 


巧は、水道水江’夕水条#によ ys わ y ます。 

ウール3—スの)»水巧じは、ホ g 物の S みを防止するため、ホが#常にホっ <り 回坛し巧 
い«間で W 水します， 

朱伍 S 巧巧濯物の最を自 MB 巧してされた水なが X かったり、巧い1«には『水な J ボタン 
を押しで蛮更ずることがでを支す， 

娜争コースでつけ巧い巧垣の*巧巧30分«8予«ホ灌をした後、本ホ3をしまず， 

チチぎ2回や1因はシヤワーすチぎ ag です， 

スビーディ 3— A でか水なり. Okg ) 選巧 Wflf * 巧田は 1 ? 分 8* です， 
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ホ灌機のお手入れ 


給水ロフイルターのお手人れ 


• 4 おホ入れずる前にわず ■ 〇 »束口のフイ 
' ■プタグと!^末ホースそムやェ異で fcy 

ださい* 


一をキ 〇 含 ブラシなどで巧れを蕉 


3?： 


はずしで< 一し、再び* y 付けで<だ 





糸くずフイルターのおを入れ 


イ糸<ずブイルターの*ゥグ>裏がえしにしで ♦< ず t 〇 mx 
' 手 CAB めス陶に SIStt ム By 田し、水ですすいで一い, 
しでください. < ださ I 、 


ぴ6り#けでくださ 


曲 


A < ずフィルターわ < を確!!に«しな寒ないと 2 M 中ホれる»れがあ yrr * 
糸<ずフイルターを■入すると♦はご！!入になぅた匪巧 JSA るいは fL む < 
-1 (TE し 0 も 56 巧 -732 のじ ご蓮終ください。 


お8及びお手入れ 
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ホ灌機のお手入れ 


ま 18 を防ぐじは- 


イ tt 口 （ ERA で M 末ホース 
f をはずし中の»り末そ 
X をに出しで<だをい • 



■ちし巧括した達合じは 

口に 50 SS 度のち涯を 
, J かけ結末ホースを R りは 



1 


^再び水ホースそ S 灌檐 
■ につないでホ aas 運6 
させ、なじ50废のち 
ホースの中に入れで<だ 
さい, . 


OR 末モードにして巧31« 
ム と♦末ホースに末が a ら 
ないように1分 HR 末し 
で < ださい， 

ぶ 



〇 650度のち册$ホ g 權に 
ム 入れ巧10か!■そのままに 
しでず《 



未ホ—スを公口につな 
いだ後#木するかどラか 
«か&で<ださい • 


3 ■■ブクブいで<だ， 
さい， 


IIP 



O * りはずした水ホー 
J ス S «50* のお潘【二つ 
けで<ださい • 



A ソフト & 上 « が*つた 
合には、ソブト化上 
巧入口に SOS のお满 
を入れ、 f れいじホク I 
た後ご侵用 < ださい *1 



興巧な巧 


操作部に興* S 巧び出たらヴービスを巧巧される前に下のよ5に巧毎 
してください。 


巧巧 
お水賣巧 

をご口巧い 
来巧ぃ 
来すすぎ 
0 R 水 

た水しない4を上の g 
ホの HI こ6滅しホす， 


巧つけ巧い 
0巧い 
朱すずき 
来おが 

さ水しない4を上の表 
示の«にる滅しまず。 

於水吴巧 

巧っヴ巧い 
♦巧い 

来すすぎ 
来巧げ 

な木しない4を上の表 
巧の巧にさ滅しまず， 

みた巧受 

(■ま水 
i すすぎ 
来巧い 
0すすぎ 
来お水 

みたが開いでお朱 
V しない場を 


巧担して<ださい 




な颜み 



ホ■巧 sws 
5しにか， 


ホホぉ一 
スヴ度6レて 
いまだんな， 


«ホしてい 
5だ At な • 


g 巧ホース SW □のフイ 
ルタ ー C ゴ S ヴク5クて 
いませんひ • 



こし）。 


fiwn — スを 
巧ろしでい* 
ずな， 


巧〇て！/化り巧 W ヴ1 0 crrW 
との gU 田■じ &0 S だん 
な， jra レても、まだん口', 


#<ずヴごまクていまだ 
h 巧 • 





巧 S 巧ヴー巧亡片9つていまなか 巧お機56いた REC ■いてい S だ如か 



r こ气 


もたを记めましたひ • 

這ぶヴ liu ているとフヴー 
i すすぎと，お水けでままだ 


ヴ■り, 
ん 


モ巧巧«»、みたを H めましたひ、 
みたヴ M いでいると巧ま 
巧ん 
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投 S 及びお手入れ 





異巧点ぶ 


が巧 »巧レてくだちい 


水位巧節 S 巧 

♦ * 理 S な賴しで<だまい • 


氷巧しない R 


•巧び入らない 



a おしない 




r > 厘 J を押 

班した々 S 


スタート 

- M 化 


» UI プラグを gs 
じ錄し这んでい« 

すか • 


城 



•家 fis しや K 植が切 

れでいませんか， 

• ■■ヒユーズやブレ 
一力ーザ巧れでいホ 
せんか* 



r スタート J ポタ 
ンを押しで、みた 
を S めましたか， 


み 

な 

水道6そ M たし家したか< 
規定量の木が入つでいま 
すか。 



中でなな 
いですか， 


1)$^氷の巧の提0音 
びをしい時 



7す S または R 末の g 中 
で6水ごすすさじ SO る 



■ If いた S ■に■いでい t せんか • 


• 巧履«が) HI るとずず f を巧いホの A 香 y を自 A 條 JE し《 
す《 ( ttK ではわりま#ん • ） 
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正面 


剧面 


um 


臭わ内寸ザ S 30 mm な上の巧ホバンに M でさます， 


幸仕巧本 


S か 00 V 

il 牟水 ■ < 

30 ClW (50 Hz )360 W (60 Hz ) 

宙華巧用水 ■ ‘ 




0.0ゎ1 Mpa ゆか1。がわが) 
さ I 30均 


巧脱脯 g 4刪巧•時。巧の里さ，》臟瓦 


巧《時の巧の重さ） 


電 S ブラプををしをんだな B 巧は電子回!!を tt 巧させるた A 、 巧の V の電力を巧11しでち ' y まず， 


愛巧点谤 


• R 東•ザ比がに< い 
苗由の • * Wlil < E 4。 味-; 


• AH ‘ iiTK つれ》 


M 中 


nfSBt 門 IMBiiiH 

E 3 MillK ^3 SS 33 lMZCISS 3 ^^IU 


巧がはち 
0まだん 
化 


棚え付けが!■いた y ブラブラしでい«。 
スイッチそんれでろ、曙かないときが g る 
«篇3-ド、ブクグが»«に»い， 

♦かん ！!»•« か化ん 


このよと 

さ。.が rpmr 

のた A , スイ 
巧り. 3ンセ 
ら U プラグ 
でが JUS 
、 MC な 


;1川心細 


H 品の寸巧/仕な 


製品のすま/仕な 



















» 品の寸法/仕巧 


正面 測面 



• 典巧巧寸が530ののな上の防水バンに&置で»亥す， 

本化巧本 


• >なブラブを*し这んだ巧*では»子回!!をか巧させるため、巧 3W の電力を«貧しでおりまず。 


I^H^SjEEMniSSSSSIEfflBSSSj 

1^^222 231 


QE^^ni 

Wm 


この 
9 は 
止々 
«« 
から 
いて 
«• 
ださ 




中化 


ラグそ ■ 


•さご 巧用の巧«• のな flr ミ 


の 


♦ K ホ!!が庄 try に < い* 

ご朗の ♦ 氷扇れがまる，{ホース. *<• >;*; つざむ 
m 广の•■ザ■いにおいがしわ 9. ■«« じ！!♦な 

5' ジ I WWW . 

s ^ 一*9^ A AA ••一, い * 


だ a I が■•が*そ- 

こ : i ご— • * なに m るとピ ytry » t を g じる， 

巧の 3® ■■がけザル、たリパプクしていん 
のまは知 * スイヴチ«乂れでる， M かないと»がみる. 
む ■ M 3- K . プ9プが«爾じ g い， 

■ ♦の>、 ■«，>■が At . 


就 


规巡徽 


端辟な縣 11 


2*1 OOV 


圧 


巧品のゴ法/仕が 




















保泣 ■ 巧 M 巧してお 0 ます） 

S 怔■は、必ず r お■い上げ日- K 巧苗 
ち J などのお入をお《かめのラえ、■[巧店 
から S け*っでいただを、内容をよ<お巧 
みのあと、大巧に«存しでください， 
ftC 期 W ••お■い上げ日から1年 M ， 

(ただし 一 K 家庭用な外に使用さ 
れた4をは6さます，> 

I 侵理をの巧さ〇るとま 

3 S - 36ページの表になっで B ベていただ 
き、 a らないときはたず電源ブラブをな 
いでから、お貢い上げの*«さまたは， 

お巧<のけサービスステーシ a ンじ维理 
をご巧賴下さい， 

♦居な巧商やは 

み狂書の夕定じ巧って H 巧いたし S 
す，巧 a 巧 n 中でも有》となる場ろがわ 
ys す（巧な■の裏面巧載参 
♦ こ遍巧レていだだまだい巧召 
♦ごな巧、ご氏ち、«挂«ち 
• S 立ち、 S 餐、お貢い上げ曰 
• adi また t な! « i ? xw 地泉るだ I 巧し" 
■れ巧ご A 植 B 



なれめ人は， じ巧*し 
、興常 » 巧しでけザ$する 


@LG 


しな■ぞジでバン ftS 含な 


，一 1^00 


♦ 运巧巧 M ヴ S ぎていると S な 
ち巧で«理させていただきます， K 巧店 
または、おぶ<のしをサービステーシ g ン I 
( M 巧お審«サービスご巧 MB 己の葉巧 ♦ 
R ) に錐理をごな賴< ださい， 

巧お用な能き晚の保育時 9 

このを sn ホ濯撤の袖♦用ほ度なあ （«« 
g 持のためみ5な巧 &) の巧有期 M は 、 S 
を打ち切 y 後6年です，巧修用巧 g が品とは、 
その S 品の檐6を！！巧するた A にた聲な0 
るです> 

I アフターヴー ビス巧どじつい 
て、お〇ひ0にな6ないとさ 

お！!い上げの瓶巧店 S たはお巧くの riG お« . 
«ご fgM 口 J (另««)1こお18|し>^'*^&下さい* i 
みのあと、天巧に解してください， 

»廃案時にこま慧願います。 

2001年4ちホ行の家電リサイウル法では，お 
Sg がご«用巧みのホ遵 tttftil される 
場をは、度 S 、 3巧な金と再 ns 化等 g 
♦ S ち亥&いいをださ、巧を£を C 巧をや 
巿17村に2正にち I き S すこヒがホめられて i 
いけ。 



宿利メ f ( e 入しでお < と«利です • 


おみ、上け曰 

f 扫口 巧 — WM45HW WKMdHW 
* 。口 M ぉ wAdaPW WF-AS0SW 

巧巧巧ち 

■ち （）- 

巧近<の当なご 
巧 B だシター 

電資 （ 卜 


が 


190mm x2e0mm 站 2 が N3799N 







MEMO 





MEMO 
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@LG 

♦理•操作に n するお田るせ IK 口 


と ftofc ら 、 ms 
ビなテ_^/3ン*で••そこ WI 

< mMk > 

ちむ か 扇況 gitiw が 
をれそお A 乂化します • 

し T > 

immz rtMMb と MB しで ♦ 
WU おが M をおこむいます • i 


75TT 0120-813-023 

口 y—ftttM : iraH « o (± •巨， we - stm 白 • 
_ リ ビなトシ ，:/ TTat 

m に vr るご菜巧 

K UtmMUBtt レていただも■られ巧 M 09 


け。 


巧 MUBtt レていただも 

<だか、 

でいもだ < 於 


3ン家で muko 


、<«，««|ェ了。ン，义&7レビなとなな« 
な^ビスストーン3ソこづ«<ださへ 



サ ■ か *-V ，ン 


.07 a * 巧5川!! ♦> 巿 HOai ## 


円■市よ90«97-け 


.072 $16"# 甲が 1 かの 

； 972461-314$ XW 円 llff 

■山 mQaS-2M-2062 , 701 巧 " 

卜か卜 * バン PAXOaMftMl Kllll ■ 山 *■• の -1 

M 化 QeW1<6993 ,780^40 

ン PAxoMa2.om 寫 ttiiaim 神 ■ 巧 14~« 

■■ 化 0M0>49*rri0 甲 0114224 

打か卜いン FAX0MM9-7712 fflMVlRMI が 

g 義 Te . Q 9 M 7 e 4 ei 0 か w 

卜で M トーパン FAX OBS-BTa-OIIO 〇 


■ « の-1 


11 穗 na 

■K U ID9UU 

■山た A 山 a 

M M 

tin mm ■■ 

mm 

，■ わ お！ス々 
tm ■寒 mxM 


お -■□• « BH . IMH . サービスエリア I 巧 t * する！•合がたリますのでご T 承■います, 

LG ■子ジタバン巧る含な 

T ，が- ■ MMMa •け -22 

mm9or7~Mmm 


P / No .: 3 a 26 EN 3799 N 










